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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般社団法人日本鉄鋼連盟（JISF）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS G 3192:2021 は改

正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 G 3192：2024 
 

熱間圧延形鋼の形状，寸法，質量及びその許容差 

Dimensions, shape, mass and permissible variations of hot rolled steel 

sections 

 
序文 

この規格は，1989 年に第 1 版として発行された ISO 657-1 及び ISO 657-2，1976 年に第 1 版として発行

された ISO 657-5，1980 年に第 1 版として発行された ISO 657-11，ISO 657-15，ISO 657-18 及び ISO 657-

19，並びに 1983 年に第 1 版として発行された ISO 657-21 を基とし，技術的内容を変更して作成した日本

産業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，熱間圧延によって製造された形鋼（以下，形鋼という。）の外観，形状及びその許容限度並

びに寸法，質量及びその許容差について規定する。 

なお，この規格の適用については，それぞれの製品規格による。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 657-1:1989，Hot-rolled steel sections－Part 1: Equal-leg angles－Dimensions 

ISO 657-2:1989，Hot-rolled steel sections－Part 2: Unequal-leg angles－Dimensions 

ISO 657-5:1976，Hot-rolled steel sections－Part 5: Equal-leg angles and unequal-leg angles－Tolerances 

for metric and inch series 

ISO 657-11:1980，Hot-rolled steel sections－Part 11: Sloping flange channel sections (Metric series)－

Dimensions and sectional properties 

ISO 657-15:1980，Hot-rolled steel sections－Part 15: Sloping flange beam sections (Metric series)－

Dimensions and sectional properties 

ISO 657-18:1980，Hot-rolled steel sections－Part 18: L sections for shipbuilding (metric series)－

Dimensions, sectional properties and tolerances 

ISO 657-19:1980，Hot-rolled steel sections－Part 19: Bulb flats (metric series)－Dimensions, sectional 

properties and tolerances 

ISO 657-21:1983，Hot-rolled steel sections－Part 21: T-sections with equal depth and flange width－

Dimensions（全体評価：MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こと

を示す。 


